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県P連マーク　平成４年　滝沢　信行　氏　作

　環日本海時代を迎えて、国際的にも大きく期待される新潟。そんな新潟を象

徴する日本海の力強い波と、輝く夕日をデザインしたものです。時代の大きな

うねりの中で、明日へ輝く大きな希望を表しています。
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新潟県ＰＴＡ安全会・安全互助会・一般社団法人化のあゆみ

「ＰＴＡ活動補償制度の変遷 及び 内容」

○　昭和５３年度、「新潟県ＰＴＡ活動補償制度」を発足
・県Ｐ連では、新潟県ＰＴＡ安全会を設け、この制度の取りまとめ窓口とした。

・ ＰＴＡ活動中の傷害・事故を補償するため、保険会社へ全面委託のＰＴＡ活動保険を取り扱っ

た。なお、会費（掛金）は一世帯１８０円とし、還付金は無かった。

・保険会社より集金事務手数料・広告料としての収益をＰＴＡ活動の一助とした。

○　平成１６年度、「新潟県ＰＴＡ安全互助会見舞金制度」と改名
・  県Ｐ連の財政難や会費の有効活用を図ることから、新潟県ＰＴＡ安全互助会を設立し今まで

の保険制度を共済制度に改めて自主運営することにした。ただし、補償の一部（１／６）を

保険会社に委託する。

・ この制度の運営により、収益（余剰金）の増加分を、①会員への還付金、②県Ｐ連への助成金、

③積立基金とした。このため会員及びＰＴＡ連合会の活動に大きく寄与することとなった。

① 会員への還付金として、会費は一世帯１８０円であるが、３０円還付することにより、相

殺して１５０円の納入となるため、会員の負担軽減が図られた。

② 県Ｐ連への助成により、県Ｐ研究大会助成・郡市Ｐ連研究助成・広報紙の全ＰＴＡ世帯配付・

児童生徒弔慰金の増額・日Ｐ、関ブロ大会参加助成等、ＰＴＡ活動の充実が図られた。

③積立基金を設け、高額又は多額な補償が必要な場合に備えた。

○　平成１８年度、安全互助会が「特定保険業者」として認定
・ 保険業法の改正により、安全互助会が特定保険業者として財務局の監督下に置かれることに

なった。事業内容、運営等は従前と同じである。

○　平成２０年度、「新潟県ＰＴＡ活動補償制度」を実施
・ 保険業法の改正により任意団体での共済事業が実施できなくなったため、保険会社へ全面委

託の「新潟県ＰＴＡ活動補償制度」を実施した。安全互助会はこの制度の取まとめ窓口となった。

・会費（掛金）は、還付金が無くなるため、一世帯１５０円とした。

・ 補償内容は、還付が無く、会費（掛金）も下がったため、死亡保険金、後遺障害保険金が

５００万円から３００万円に下がり、他は従前と内容も金額も同じとした。しかし、過去

２００万円以上の高額補償は出ていないので、年間を通して通常の傷害事故の発生であれば

保険金の支払いで会員に不利益はないと考えた。

・ 収益は、保険会社より集金事務手数料・制度運営費・広告料としての収入はあったが、共済

事業の運営時より大幅に減少した。

○　平成２４年度、ＰＴＡ等共済法に基づく「新潟県ＰＴＡ活動補償制度」を実施
・ 平成２３年１月にＰＴＡ共済法が成立し、一般社団法人を設立することにより、共済事業を実施で

きることになった。

・ 平成２３年度は法人格の取得と共済事業の認可に向けた取組を行い、「一般社団法人新潟県ＰＴＡ

安全互助会」を設立し、共済事業の認可を受けた。

・平成２４年度よりＰＴＡ等共済法に基づく共済事業を開始した。

・平成２５年度より安全普及啓発活動等基金を設け、助成事業を開始した。

新潟市⼩中学校ＰＴＡ連合会 
令和６年度  総  会 

 

 総 会 

  １ ⽇ 時  令和６年６⽉１⽇（⼟） 午後２時〜午後３時 
 
２ 会 場  ANA クラウンプラザホテル新潟 ３階 「⾶翔」 
 

３ 議 案 

第１号議案 
令和５年度 会務及び事業報告について 

第２号議案 
令和５年度 決算報告及び会計監査報告について 

第３号議案 
令和６年度 役員・代議員(案)について 

第４号議案 
令和６年度 事業計画(案)について 

第５号議案 
令和６年度 予算(案)について 

第６号議案 
規約の変更について 

 



令和５年度 会務及び事業報告 

 

１ 会 務 

（１）主催会議 
  ４月１５日（土）本部会 （事務局） 
  ５月１０日（水）本部会、区Ｐ連会長・事務局会     （万代シルバーホテル） 

５月１７日（水）理事会                       （同上） 
  ５月２４日（水）本部会                      （事務局） 

６月 ３日（土）総 会          （ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟） 
６月 ７日（水）広報紙コンクール審査（審査委員長：新潟日報社 高橋 淳 様） 
        本部会                      （事務局） 

  ６月１０日（土）理事会                （万代シルバーホテル） 
  ６月２４日（土）広報紙セミナー（講師：新潟日報社 塚田 智弘 様）（東京学館） 
  ７月 ７日（金）本部会 （事務局） 
  ８月１６日（水）本部会                       （同上） 
 １０月１１日（水）本部会                       （同上） 
 １０月１８日（水）理事会                （万代シルバーホテル） 

令和６年 
  １月１０日（水）本部会 （事務局） 

１月２７日（土）理事会 （万代シルバーホテル） 
２月２８日（水）本部会 （事務局） 
３月 ９日（土）理事会 （万代シルバーホテル） 

  ３月２８日（木）会計監査 （事務局） 
 
（２）日Ｐ 関ブロ関係会議  
  ４月１４日（金）関東ブロックＰＴＡ協議会 会長会         （甲府市） 
  ５月１８日（木）日本ＰＴＡ全国協議会委員会・代表者会 （東京ガーデンパレス） 

６月２２日（木）関東ブロックＰＴＡ協議会 会長・事務局長会    （千葉市） 
６月２３日（金）日本ＰＴＡ協議会定時総会      （TKP ガーデンシティ品川） 
７月２０日（木）日本ＰＴＡ全国協議会委員会・連絡会  （東京ガーデンパレス） 
７月２１日（金）日本ＰＴＡ全国協議会代表者会     （東京ガーデンパレス） 
８月２５・２６日（金・土）日本ＰＴＡ全国研究大会 広島大会（広島県内各会場） 
９月 ８日（金）関東ブロックＰＴＡ協議会 代表者会       （小田原市） 
９月１４・１５日（木・金）指定都市ＰＴＡ情報交換会 相模原市大会  （同市） 

１０月１８日（水）日本ＰＴＡ全国協議会委員会・代表者会 （青少年総合センター） 
１０月２８・２９日（土・日）関東ブロック研究大会 ちば大会 （千葉市内各会場） 
１１月２４日（金）日本ＰＴＡ協議会文部科学大臣賞表彰他（ホテルニューオータニ） 
１２月２１日（木）日本ＰＴＡ協議会連合会 事務局長会議  （全国協議会事務局） 
令和６年 

１月１９日（金）関東ブロックＰＴＡ協議会  代表者・事務局長会（さいたま市） 
  ２月１５日（木）日本ＰＴＡ協議会臨時総会・代表者会  （東京ガーデンパレス） 
 
（３）〈一社〉新潟県ＰＴＡ安全互助会関連会議 

 ※ 本部役員会出席者：佐藤 邦栄会長 
  ※ 理事会出席者：佐藤 邦栄会長、江部 洋人副会長、小野 智司副会長 

  ５月１３日（土）理事会 （新潟テルサ） 

  ６月１０日（土）総 会                       （同上） 
９月 ５日（火）保険会社との打ち合わせ会      （東京海上日動新潟支店） 

１１月１１日（土）会計中間監査会・本部役員会       （新潟県商工会議所） 
 １１月１３日（月）保険会社との打ち合わせ会      （東京海上日動新潟支店） 
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 令和６年 
１月１３日（土）本部役員会 （新潟テルサ） 

１月２７日（土）理事会 （同上） 

２ 事 業 

（１）年度初め研修会（実践発表・グループ討議） 
・期  日  令和５年 ６月３日（土） 

  ・会  場  ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 
  ・研修内容  「持続可能なＰＴＡの在り方を考えよう」 

・実践発表  ・新潟市立紫竹山小学校ＰＴＡ 
         ・新潟市立東青山小学校ＰＴＡ 

（２）ＰＴＡ役員研修会（１３部会による分野別研修）  
・期  日  令和５年 ６月２４日（土） 

  ・会  場  東京学館新潟高等学校 各教室 
  ・研修内容  「ＰＴＡ活動の中で興味あるテーマ」についてのグループ研修 

（３）新潟市小中学校ＰＴＡ研究大会「東区大会」（講演会） 
  ・期  日  令和５年１１月１１日（土） 
  ・会  場  東区プラザ ホール 
  ・演  題  「ペップトーク」～子どもたちの自己肯定感を高めるには～ 
  ・講  師  （一財）日本ペップトーク普及協会 代表理事 岩﨑 由純 様 

（４）新潟市ＰＴＡ交流会（実践発表・グループ討議） 
・期  日  令和６年 ２月 ３日（土） 
・会  場  ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 
・実践発表  ・新潟市立新飯田小学校ＰＴＡ 

         ・新潟市立立仏小学校ＰＴＡ 
          
（５）広報紙「新潟市ＰＴＡ」の発行（各５２，９００部） 
  ・第４８号（令和５年 ９月）発行 

・第４９号（令和６年 ３月）発行 

（６）区Ｐ連大会・研修会等 
 《北 区》 
  ・期  日  令和６年３月１６日（土） 
  ・会  場  新潟市立葛塚東小学校 プレイルーム  
  ・演  題  「思春期の理解～子どもに関わるエトセトラ～」 
  ・講  師  開業助産師 佐久間 沙都美 様  
 
 《東 区》新潟市小中学校ＰＴＡ研究大会「東区大会」と兼ねて開催 
  ・期  日  令和５年１１月１１日（土） 
  ・会  場  東区プラザ ホール 
  ・演  題  「ペップトーク」～子どもたちの自己肯定感を高めるには～ 
  ・講  師  （一財）日本ペップトーク普及協会 代表理事 岩﨑 由純 様  
 《中央区》 

・期  日  令和５年１１月２５日（土） 
  ・会  場  ホテルオークラ新潟 
  ・演  題  「多様性を育む社会と学校をめざして」 

～『やさしい日本語』を一緒に学ぼう～ 
  ・講  師  （一社）やさしい日本語普及連絡会 代表理事 吉開 章 様  
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 《江南区》 

・期  日  令和５年１１月４日（土） 
  ・会  場  江南区文化会館 
  ・演  題  「笑いとコミュニケーション」 
  ・講  師  お笑い集団 NAMARA 森下 英矢 様  
 

《秋葉区》 
・期  日  令和５年１１月４日（土） 

  ・会  場  秋葉区文化会館 
  ・演  題  「椅子を使った新しい防犯活動のカタチ」 
  ・講  師  元アナウンサー 中野 妙 様  
  
 《南 区》 
  ・期  日  令和５年１１月４日（土） 
  ・会  場  白根カルチャーセンター 
  ・フロアカーリング交流会「技術と戦略、チームワークを発揮して栄冠を目指そう」 
 

《西 区》 
  ・期  日  令和５年１２月１６日（土） 
  ・会  場  黒埼市民会館 
  ・テ ー マ  「子供のスポーツ・文化活動環境を考える」 
  ・シンポジスト 仁愛病院院長         柴田匡一郎 様 
          新潟青陵大学         佐藤 菜美 様 
          T- conditioning 代表       高島 善史 様 
          新潟市立白新中学校 教諭   堀  里也 様 
 

《西蒲区》 
  ・期  日  令和５年１１月１２日（日） 
  ・会  場  新潟市立漆山小学校 体育館 
  ・演  題  「ともにーねが取り組む『河川清掃と生物多様性の保護』」 
  ・講  師  YouTuber  ともにーね 飯田 武 様  
 
（７）表 彰 

・優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰（団体） 『新潟市立新飯田小学校ＰＴＡ』 
・日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰（団体）『新潟市北区ＰＴＡ連合会』 

                 （団体）『新潟市東区ＰＴＡ連合会』 

  ・令和５年度新潟市小中学校ＰＴＡ連合会広報紙コンクール表彰 
   最優秀賞『新潟市立坂井輪小学校ＰＴＡ』『新潟市立大江山中学校ＰＴＡ』 
   優秀賞 『新潟市立鳥屋野小学校ＰＴＡ』『新潟市立横越中学校父母と教師の会』 
   奨励賞 『新潟市立浜浦小学校育成会』 『新潟市立新潟小学校ＰＴＡ』 

『新潟市立亀田東小学校ＰＴＡ』『新潟市立新飯田小学校ＰＴＡ』 
『新潟市立葛塚中学校ＰＴＡ』 『新潟市立亀田中学校ＰＴＡ』 
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 令和5年度 一般会計決算書 

（１）収入の部 （単位：円）
5年度予算 5年度決算 増減 備　考

695,756 695,756 0 前年度繰越金
8,445,000 8,382,000 △ 63,000 150円×児童生徒数(55,880人)

80,000 80,000 0 業務委託
1,800,000 1,533,840 △ 266,160 PTA活動助成

500,000 500,000 0 市P連研究大会助成
1,200,000 1,200,000 0 県安全互助会広告宣伝費

200,000 200,000 0 県P安全互助会活動奨励
50,000 171,921 121,921 県P安全互助会事務手数料、学校教育用品謝礼他

12,970,756 12,763,517 △ 207,239

（２）支出の部 （単位：円）
5年度予算 5年度決算 増減 備　考

事業費 3,675,000 3,128,858 △ 546,142
1　広報紙 1,515,000 1,050,000 △ 465,000 年2回発行(送料込)
2　市P連研究大会 500,000 500,000 0 会場費他
3　PTA役員研修会 100,000 84,659 △ 15,341 会場費他
4　研修会(年度初め) 700,000 648,163 △ 51,837 会場費他
5　新潟市PTA交流会 600,000 590,741 △ 9,259 会場費他
6　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運営費他 120,000 93,539 △ 26,461 HP管理費
7   広報紙セミナー 10,000 10,000 0 講師謝礼
8　PTAハンドブック 130,000 151,756 21,756 新入学児童配付(送料込)

事務費 6,095,500 6,059,314 △ 36,186
1　事務室賃貸料 976,800 1,016,400 39,600 含職員駐車場利用料
2　光熱費 120,000 132,763 12,763 電気料
3　印刷費 750,000 717,697 △ 32,303 印刷機、複合機リース料他
4　事務用品費 109,000 71,047 △ 37,953 事務用品等購入費
5　通信費 300,000 274,032 △ 25,968 回線使用料、電話料他
6　人件費 3,640,000 3,640,000 0 事務局員2名
7　法定福利費 40,000 47,055 7,055 事務局員労働保険料2名
8　通勤手当 119,700 130,620 10,920 事務局員2名
9    振込手数料 40,000 29,700 △ 10,300 各種振込手数料

1,550,000 1,620,032 70,032
1　日P大会関係 500,000 531,057 31,057 日P全国大会参加費、交通費
2　関ブロP大会関係 400,000 506,600 106,600 関ブロ大会参加費、交通費
3　指定都市PTA情報交換会 300,000 318,254 18,254 指定都市PTA情報交換会参加費、交通費

4　会議費・出張旅費等 350,000 264,121 △ 85,879 協議会代表者・事務局長対象
688,000 690,300 2,300

1　日P会費 563,000 558,800 △ 4,200 10円×児童生徒数(55,880人)
2　関ブロ分担金 10,000 10,000 0 関東ブロック協議会分担金
3　指定都市分担金 100,000 100,000 0 情報交換会相模原市大会分担金

4　交通対策協議会費等 15,000 21,500 6,500 交通対策協議会会費・県同教会費等

100,000 178,247 78,247 理事会等会議費
500,000 580,770 80,770 本部会、理事会等旅費
100,000 70,200 △ 29,800 法人国・県・市民税

0 0 0
50,000 25,000 △ 25,000 当該通帳へ

212,256 61,500 △ 150,756 児童生徒弔慰金を含む
12,970,756 12,414,221 △ 556,535

（３）差引残高
（収入） （支出）

12,763,517 － 12,414,221 ＝¥349,296

監　査　報　告 

予備費
計

　負担金

会議費
旅費

　公租公課
積立基金
退職積立

　日P・関ブロP関係

費目
繰越金
会費
新潟市家庭教育支援研修

　県安全互助会助成金①
県安全互助会助成金②
補償制度広告宣伝収入
安全普及啓発活動助成金
その他の収入

計

費目

監査の結果、正確適正であることを認めます。
令和６年3月 28日

会計監査

会計監査

岩 見 一 史

上 村 修

㊞

㊞
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１　積立基金
（１）収　入

費　　目 5年度予算 5年度決算 増　減 内　　訳

繰越金 2,163,927 2,163,927 0

繰入金収入 0 0 0

預金利息 15 15 0 利息

計 2,163,942 2,163,942 0

（２）支　出

費　　目 5年度予算 5年度決算 増　額 内　　訳

記念事業費等 0 0 0

次年度繰越金 2,163,942 2,163,942 0

計 2,163,942 2,163,942 0

２　退職積立金
（１）収　入

費　　目 5年度予算 5年度決算 増　額 内　　訳

繰越金 575,745 575,745 0

繰入金収入 50,000 25,000 △ 25,000 一般会計より

預金利息 3 4 1 利息

計 625,748 600,749 △ 24,999

（２）支　出

費　　目 5年度予算 5年度決算 増　額 内　　訳

退職金 0 0 0

次年度繰越金 625,748 600,749 △ 24,999

計 625,748 600,749 △ 24,999

会計監査　　　　　　　　　　　　　　　　

令和５年度　特別会計決算書

監　査　報　告

監査の結果、会計の執行及び記帳等が正確適正であったことを認めます。

令和6年3月28日

会計監査　　　　　　　　　　　　　　　　岩 見 一 史

上 村 修

㊞

㊞
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 令和 6 年度 役員・代議員（案） 

〔役  員〕 〔代 議 員〕 
役職 ⽒  名 区 名 単Ｐ名 ○ＰＴＡ会⻑ 

（各学校ＰＴＡ会⻑） 
１６３名 

 会 ⻑ 佐久間 沙都美 北 ⽊崎中 
 ⻑⾕川   瑞 東 藤⾒中 ○校⻑ １６名 
副会⻑ ⼩ 野 智 司 中央 新潟⼩ （各区よりの代表校⻑） 
 國 井 元 樹 中央 浜浦⼩  
 齋 藤 真 ⼈ 江南 ⻲⽥中 〔校⻑代議員〕 
 ⼟ 屋   冠 秋葉 新津第⼀中 ⽒  名 区 名 単Ｐ名 
 ⼤ 籏 裕⼀郎 南 ⼩林⼩ ⻄ ⽅ 俊 也 北 南浜⼩ 
 ⻑⾕川 真 也 ⻄ 内野中 ⼩ 泉 浩 彰 北 岡⽅中 
 頓 所 直 ⼦ ⻄蒲 巻南⼩ 増 井 ⼀ 久 東 中野⼭⼩ 

会計監査 
上 村   修 ⼩学校⻑会 阿賀⼩ 牧 野 淡紅恵 東 下⼭中 
渡 辺 隆 哉 ⻄ ⽴仏⼩ 後 藤 和 広 中央 鏡淵⼩ 

 坂 内   徹 ⼩学校⻑会 下⼭⼩ 笹 川   元 中央 ⼭潟中 
校⻑理事 中 村 雅 芳 ⼩学校⻑会 牡丹⼭⼩ 川 ⼝ 由美⼦ 江南 東曽野⽊⼩
 保 科 賢⼀郎 中学校⻑会 ⼩新中 潤 間 る み 江南 ⼤江⼭中 
 ⾙ 沼 昌 敏 中学校⻑会 巻⻄中 鷲 尾 健 仁 秋葉 ⽮代⽥⼩ 
 中 村 友 哉 北 岡⽅中 太 ⽥ 公 仁 秋葉 ⼩合中 
 豊 﨑   忍 北 濁川中 柴 澤 明 ⼦ 南 ⼤鷲⼩ 
理 事 柾 ⽊   太 東 ⽊⼾中 ⽥ 中 良 成 南 ⽉潟中 

 ⽥ 中 裕 ⼀ 東 ⽵尾⼩ 清 ⽔ 良 紀 ⻄ ⾚塚⼩ 
 瀧 澤 賢 美 中央 桜が丘⼩ 稲 葉 康 宣 ⻄ ⿊埼中 
 桐 ⽣ 佳代⼦ 中央 上⼭⼩ ⼋百板 恵理⼦ ⻄蒲 潟東⼩ 
 ⽥ 村 直 紀 江南 横越⼩ 藤 井   章 ⻄蒲 中之⼝中 
 熊 倉 泰 介 江南 早通⼩    
 ⼩ 林 裕 介 秋葉 ⼩合東⼩    
 ⽐ ⾦ 克 久 秋葉 ⾦津⼩    
 ⽊ 下   充 南 茨曽根⼩ 〔事務局〕 
 諏 訪 克 利 南 根岸⼩ 事務局⻑ 太 ⽥ 三 平 
 東 條 英 明 ⻄ 東⻘⼭⼩ 事務員 ⽥ 村 敦 ⼦ 
 漆 原   尚 ⻄ 真砂⼩  
 渡 辺 藍 紀 ⻄蒲 ⻄川中   
 ⼩ 林 秀 太 ⻄蒲 中之⼝東⼩   
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令和６年度 事業計画（案） 
 

１ 主催（主管）事業 

（１）令和６年度 市Ｐ連「総会」「春の研究大会」「広報紙セミナー」 
期 日：令和６年６月１日（土） 
会 場：ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 ３階「飛翔・弥彦」 

（２）令和６年度 市Ｐ連「役員研修会」 
      期 日：令和６年７月１３日（土） 
      会 場：新潟青陵大学 
（３）令和６年度 市Ｐ連「秋の研究大会 中央区大会」 

期 日：令和６年  月  日（ ） 
会 場： 
主 管：中央区Ｐ連 

（４）各区Ｐ連研究大会：（中央区Ｐ連を除いた７区） 
      期 日：令和６年９月～令和６年１２月 
（５）令和６年度 市Ｐ連「交流会」 

期 日：令和７年２月１５日（土） 
会 場：万代シルバーホテル５階「万代の間・他」 

（６）広報紙「新潟市ＰＴＡ」発行 
年２回 

２ 全国組織等関連事業 

（１）第７２回 日本ＰＴＡ全国研究大会 兼 
第５６回 日本ＰＴＡ関東ブロック研究大会 川崎大会 

      期 日：令和６年８月２３日（金）～２４日（土） 
      会 場：川崎市（川崎市とどろきアリーナ） 
（２）第７９回 指定都市ＰＴＡ情報交換会 熊本市大会 
      期 日：令和６年９月１２日（木）～１３日（金） 
      会 場：熊本市（ザ・ニューホテル熊本） 
 

３ 会   議 

（１）本部会  
年９回（４月、５月２回、６月、７月、１０月、１２月、１月、２月）予定 

（２）理事会    
年５回（５月、７月、１０月、１月、３月） 

（３）令和６年度 市Ｐ連「秋の研究大会 中央区大会」実行委員会 
         中央区Ｐ連（今年度大会開催主管）の計画により実施 
（４）令和７年度 市Ｐ連「秋の研究大会 江南区大会」準備委員会 

江南区Ｐ連（次年度大会開催予定主管）の計画により実施 
（５）区Ｐ連会長・事務局会【５月８日（水）開催】 
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令和６年度 一般会計予算(案)

（１）収入の部 （単位：円）
5年度予算 5年度決算 6年度予算 増　減 備　考

△ 346,460 前年度繰越金
△ 120,000 150円×児童生徒数(55,500人)

業務委託
PTA活動助成
新潟市P連研究大会助成
県安全互助会広告宣伝費
県安全互助会活動奨励
県安全互助会事務手数料、学校教育用品謝礼他

△ 66,460

（２）支出の部 （単位：円）
5年度予算 5年度決算 6年度予算 増　減 備　考

事業費 △ 1,225,000
1　市P連春の研究大会 △ 10,000 広報紙セミナーを含む 会場費、講師謝礼

2　市P連役員研修会 会場費
3　市P連秋の研究大会 △ 420,000 新潟市委託
4　市P連交流会 △ 400,000 会場費
5　広報紙 △ 415,000 年2回発行(送料込)
6　ホームページ運営費他 HP管理費
7　PTAハンドブック 新入学児童配付(送料込)

事務費
1　事務室賃貸料 含職員駐車場利用料、ごみ処理代
2　光熱費 電気料
3　印刷費 印刷機、複合機リース料他
4　事務用品費 △ 39,000 事務用品等購入費
5　通信費 △ 25,000 回線使用料、電話料他
6　人件費 事務局員2名
7　法定福利費 事務局員労働保険料2名
8　通勤手当 事務局員2名
9    振込手数料 △ 10,000 各種振込手数料

△ 30,000
1　日P研究大会 △ 500,000 関ブロ大会扱い(同時開催)
2　関ブロ研究大会 川崎大会参加費、交通費
3　指定都市PTA情報交換会 熊本市大会加費、交通費
4　県P研究大会 県P連研究大会参加費、交通費
5　会議活動費・出張旅費 協議会代表者・事務局長対象

1　日P会費 △ 8,000 10円×児童生徒数(55,500人)
2　関ブロ分担金 会議運営費
3　関ブロ協力金 第72回 日本PTA全国研究大会川崎大会

4　指定都市分担金 第79回 指定都市PTA情報交換会熊本市大会

5　交通対策協議会費等 交通対策協議会会費・県同和教育研究会会費等

理事会等会議費
本部会、理事会等旅費
法人国・県・市民税
当該通帳へ
当該通帳へ
児童生徒弔慰金を含む

△ 66,460
予備費

計

　負担金

会議費
旅費

　公租公課
積立基金
退職積立

　日P・関ブロ等関係費

費目
繰越金
会費
新潟市家庭教育支援研修

　県安全互助会助成金①
県安全互助会助成金②
補償制度広告宣伝収入
安全普及啓発活動助成金
その他の収入

計

費目
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１　積立基金

（１）収　入

費　　目 5年度予算 5年度決算 6年度予算 増　減 内　　訳

繰越金 2,163,927 2,163,927 2,163,942 15

繰入金収入 0 0 300,000 300,000 一般会計より

預金利息 15 15 15 0 利息

計 2,163,942 2,163,942 2,463,957 300,015

（２）支　出

費　　目 5年度予算 5年度決算 6年度予算 増　額 内　　訳

記念事業費等 0 0 0 0

次年度繰越金 2,163,942 2,163,942 2,463,957 300,015

計 2,163,942 2,163,942 2,463,957 300,015

２　退職積立金

（１）収　入

費　　目 5年度予算 5年度決算 6年度予算 増　額 内　　訳

繰越金 575,745 575,745 600,749 25,004

繰入金収入 50,000 25,000 50,000 0 一般会計より

預金利息 3 4 4 1 利息

計 625,748 600,749 650,753 25,005

（２）支　出

費　　目 5年度予算 5年度決算 6年度予算 増　額 内　　訳

退職金 0 0 0 0

次年度繰越金 625,748 600,749 650,753 25,005

計 625,748 600,749 650,753 25,005

令和6年度　特別会計予算（案）
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新新潟潟市市小小中中学学校校ＰＰＴＴＡＡ連連合合会会規規約約   
（名称および事務局） 
第１条 本会は新潟市小中学校ＰＴＡ連合会（以下「市Ｐ連」）といい、新潟市内に事務局

を置く。 

（組織） 
第２条 本会は新潟市内の、小中学校単位ＰＴＡをもって組織する。 
 ２ 本会は、その目的を同じくする公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会ならびに関東ブ

ロックＰＴＡ協議会へ加入する。 

（区Ｐ連） 
第３条 本会に行政区に合致した○○区ＰＴＡ連合会（以下「○○区Ｐ連」という）を置く。 

（目的） 
第４条 本会は新潟市全体のＰＴＡ事業を進め、区Ｐ連および単位ＰＴＡ活動の拡充発展

をはかることを目的とする。 

（活動） 
第５条 本会は、前条の目的を達成するために次の活動を行う。 

１．ＰＴＡ活動の運営に関する諸問題の研究、ならびに会員の学習活動を高める

ための講演会・研究会・座談会等の開催。 
２．児童生徒の健全育成に関する活動および協力。 
３．学校教育・家庭教育の振興充実に関する活動および協力。 
４．その他必要と認めた事項。 

（役員） 
第６条 本会に次の役員を置く。 

会長１名、副会長１０名以内、理事各区２名＋校長理事小中各２名、監査２名。 
２ 役員の任期は１年とし、次期定期総会までその職務を行うものとする。ただし再任

を妨げない。補欠者の任期は前任者の残任期間とする。 
３ 会長、副会長、監査は総会において選出し、理事は区Ｐ連および小中学校の校長会

から推薦する。理事の推薦については、必要事項のある場合は、理事会に諮ってこれ

を定める。 

（顧問） 
第７条 本会に顧問を置くことができる。 
 ２ 顧問は理事会の承認を得て、会長が委嘱する。 
 ３ 顧問は重要な会務について会長の求めに応じ意見を述べることができる。 
 ４ 顧問の任期は１年とし、再任を妨げない。 
 ５ 顧問の費用弁償は役員に準ずる。 

（役員の任務） 
第８条 役員の任務は次のとおりとする。 

１．会長は本会を代表し、会務を総理する。 
２．副会長は会長を補佐し、会長に事故がある時は、会長があらかじめ指名した

順序により職務を代行する。 
３．理事は会務を執行する。 
４．監査は会計の監査にあたる。 

（会議） 
第９条 本会の会議は次のとおりとする。 

①総会 ②理事会 ③本部会 ④委員会 
ただし、必要に応じて会長は、理事会に諮って特別委員会を設置することができる。 

 ２ 会議の開催や表決の委任は、書面、電磁的方法、ファクシミリで行うことができる。 
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（総会） 
第10条 総会は役員と代議員（単位ＰＴＡ会長と区の代表校長）をもって組織する、本会

最高の議決機関である。定期総会は年１回とし、必要に応じて臨時に開催すること

ができる。総会では次の事項を議決する。 
①活動計画 ②予算 ③活動（事業）報告 ④決算 ⑤役員の選出 
⑥規約の改正 ⑦その他重要な事項 

２ 総会は、その構成員の３分の２以上（委任状を含む）の出席により成立する。 
 ３ 総会の議事は、出席者の過半数の同意をもって決し、可否同数の場合は議長の決する 

ところによる。 

（理事会） 
第11条 理事会は会長・副会長・理事をもって組織し、総会の決定に基づく事項及び理事

会に委任された事項を処理する。ただし緊急事項においては総会に代わって審議・

処理をすることができる。この場合は総会において報告しなければならない。 
   理事会では次の事項を審議する。 
   ①総会の議案 ②内規の制定・改正・廃止 ③各事業計画の報告 
   ④役員の選考 ⑤その他 

（本部会） 
第12条 本部会は正副会長をもって組織し、会務を執行するために随時これを開く。 

（委員会） 
第 13 条 本会に常置委員会を置くことができる。 

①教育問題委員会 ②環境対策委員会 ③広報委員会 
 ２ 委員会は各区Ｐ連より選出された委員により組織し、総会、理事会の決定に基づく

事項及び委員会に委任された事項を処理する。 
３ 委員会の構成、その他必要な事項は,理事会において定める。 

（事務局） 
第14条 本会に事務局を設け、事務局長及び必要な職員を置く。 

２ 事務局長及び職員は理事会の承認を得て会長が委嘱する。 
３ 事務局長及び職員は会長の指示に従い事務を処理する。 

（経費） 
第15条 本会の経費は、単位ＰＴＡの負担金および寄付金等をもってあてる。 

（報告） 
第16条 本会の事業活動及び収支は各単位ＰＴＡに報告しなければならない。 

（会計年度） 
第17条 本会の会計年度は、４月１日より翌年３月３１日までとする。 

（規約の変更） 
第18条 本規約は、総会の議決を経て変更することができる。 

付則 
第19条 本規約は、平成１９年４月１日より施行する。 

平成２０年４月１日一部改正 
平成２５年４月１日一部改正 
平成２６年４月１日一部改正 
平成２８年６月４日一部改正 
平成２９年６月３日一部改正 
平成３０年６月２日一部改正 
令和２年６月１２日一部改正 
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新新潟潟市市小小中中学学校校ＰＰＴＴＡＡ連連合合会会区区ＰＰ連連内内規規   
 
（目的） 
第１条 本内規は新潟市小中学校ＰＴＡ連合会○○区Ｐ連の活動に関する細則を定めるこ

とを目的とする。 

（組織） 
第２条 区Ｐ連は新潟市の行政区にあわせて設置し、当該区内の単位ＰＴＡをもって組織

する。実情に応じて区Ｐ連をいくつかの地区に分けることもできる。 

（役員） 
第３条 区Ｐ連に会長を１名置く。他に副会長、幹事等を区Ｐ連の実情に応じて置くこと

ができる。 

（市Ｐ連理事） 
第４条 区Ｐ連から市Ｐ連理事を２名推薦する。理事は区Ｐ連に所属する単位ＰＴＡの会

長または副会長とする。再任については所属する単位ＰＴＡの会員とする。 

（事務局） 
第５条 区Ｐ連に事務局の学校をおき、事務担当者を置く。事務局は区Ｐ連の事務を取り

扱うと共に、市Ｐ連事務局との連絡調整にあたる。 

（事業） 
第６条 区Ｐ連では所属するすべての単位ＰＴＡを対象とした区Ｐ連の大会を年１回開催

するものとする。ただし８年に１回は新潟市小中学校ＰＴＡ連合会（以下「市Ｐ連」）

所属のすべての単位ＰＴＡを対象とした市Ｐ連研究大会を兼ねることとする。また

区の教育支援センター等各種団体との共催事業や区Ｐ連の実情に応じた活動を行う

ことができるものとする。ただし日本ＰＴＡ全国研究大会開催年度及び日本ＰＴＡ

関東ブロック研究大会開催年度は、原則として市Ｐ連研究大会及び各区Ｐ連研究大

会を行わないものとする。 
 ２ 区Ｐ連総会には、市Ｐ連会長及び当該区Ｐ連担当副会長の参会を求めることとする。 

（経費） 
第７条 区Ｐ連の経費は、新潟県ＰＴＡ安全互助会よりの集金事務手数料及び市Ｐ連より

の助成金等をもってあてる。ただし実情に応じて所属する単位ＰＴＡから会費を徴

収することができるものとする。 

（内規の改廃） 
第８条 本内規の改廃は市Ｐ連の理事会が行う。 

付則 
第９条 本内規は平成１９年４月１日に制定し、平成１９年度より適用する。 
    平成２４年４月１日一部改正 

平成２５年４月１日一部改正 
平成３０年１月２０日一部改正 
平成３１年１月１９日一部改正 
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新新潟潟市市小小中中学学校校ＰＰＴＴＡＡ連連合合会会役役員員推推薦薦内内規規   
 
（目的） 
第１条 本内規は新潟市小中学校ＰＴＡ連合会規約第６条に基づき、新潟市小中学校ＰＴ

Ａ連合会の役員のうち、会長、副会長、監査の推薦に関する細則を定めることを目

的とする。 

（選考委員会） 
第２条 選考委員会は理事会の中に設置し、各区の理事または各区の代表１名を選考委員

に充て、更に市Ｐ連顧問代表１名を相談役として加えて計９名で構成する。委員長

の選出は委員会の中での互選とする。 

（役職） 
第３条 選考委員会は、会長、副会長、監査のそれぞれの役職ごとに候補者を選考し、そ

の結果を原案として、年度当初総会に提案する。 

（欠員の補充） 
第４条 任期途中で会長、副会長、監査の役職に欠員が出た場合は、残った任期について

新たな人物を選出するか、現役員で兼任するか、欠員のままにするかを会長が判断

し、理事会で承認する。 

（内規の改廃） 
第５条 本内規の改廃は、理事会が行う。 

付則 
第６条 本内規は、平成２０年５月２４日に制定し、平成２０年度より適用する。 

平成２５年４月１日一部改正 
平成３１年１月１９日一部改正 
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新新潟潟市市小小中中学学校校ＰＰＴＴＡＡ連連合合会会理理事事推推薦薦内内規規   
 
（目的） 
第１条 本内規は新潟市小中学校ＰＴＡ連合会規約第６条３項の規定に基づき、新潟市小

中学校ＰＴＡ連合会理事推薦に関する細則を定めることを目的とする。 

（定員） 
第２条 理事の定員は原則として２０名とする。但し原則によりがたい場合は、理事会の

審議を経て当該年度に限り定員を増減することができる。 

（推薦母体） 
第３条 理事の推薦母体は、新潟市の小学校長会、中学校長会、および新潟市小中学校Ｐ

ＴＡ連合会各区Ｐ連とし、各推薦母体からそれぞれ２名ずつの理事を推薦するもの

とする。 

（理事の資格） 
第４条 新潟市の小学校長会、中学校長会推薦の理事は、各校長会所属の校長とする。区

Ｐ連推薦の理事は、各区Ｐ連に所属する単位ＰＴＡの会長または副会長とする。区

Ｐ連推薦の理事の再任については、所属する単位ＰＴＡの会員とする。 

（欠員の補充） 
第５条 任期途中で理事に欠員がでた場合は、欠員理事の推薦母体が新たに理事を推薦す

る。新任理事の任期は、前任理事の任期の残り期間とする。 

（内規の改廃） 
第６条 本内規の改廃は理事会が行う。 

付則 
第７条 本内規は平成１９年４月１日に制定し、平成１９年度理事推薦より適用する。 
    平成２４年４月１日一部改正 
    平成２５年４月１日一部改正 
    令和 ４年４月１日一部改正 
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18校（⼩10 中8）
学番 ⼩学校名 会 ⻑ 校 ⻑ 学番 中学校名 会 ⻑ 校 ⻑
1101 松浜 浜 本 恭 平 ⼩坂井 秀 ⾏ 2101 松浜 ⽥ 村   務 南   幸 彦
1102 南浜 ⽇⽐野 愛 ⼦ ⻄ ⽅ 俊 也 2102 南浜 髙 橋 いずみ 髙 ⾒   潤
1103 太夫浜 神 ⽥ ⼤ 樹 中 村   ⾹ 2103 濁川 豊 﨑   忍 武 ⽥ 統 理
1104 濁川 ⼩ 川 栄 ⼦ 髙 島   純 2104 葛塚 佐 藤 忠 明 中 川   潔
1105 葛塚 森 ⾕ 幸 嗣 藤 井 正 ⼈ 2105 ⽊崎 寺 尾 俊 幸 ⽯ ⿊ 裕 則
1106 葛塚東 齋 藤 勇 介 間   由⾹利 2106 岡⽅ 中 村 友 哉 ⼩ 泉 浩 彰
1108 ⽊崎 若 ⽉ 苗 ⼦ 島 津 弘 次 2107 早通 ⽥ 邉 賢 志 遠 藤   禎
1110 早通南 川 居 聖 希 佐 藤 伸 ⼀ 2108 光晴 堀     睦 ⼤ 岩 樹 ⽣
1111 岡⽅第⼀ ⽥ 中 武 彦 川 ⼜ 由 ⾹
1112 岡⽅第⼆ 橋 本 桃 ⼦ ⼤ 原 康 史

20校（⼩12 中8）
学番 ⼩学校名 会 ⻑ 校 ⻑ 学番 中学校名 会 ⻑ 校 ⻑
1201 ⼭の下 ⼩ 林 雄 ⼀ 本 多 ⼀ 貴 2201 東新潟 佐 藤 朋 ⼦ 渡 辺 昌 彦
1202 ⼤形 五⼗嵐 祐 太 板 垣   明 2202 ⼭の下 井 嶋 朋 美 武 藤 雅 雄
1203 中野⼭ ⼩鍛冶 就 也 増 井 ⼀ 久 2203 ⼤形 ⻑ ⽥ 秀 ⼆ 後 野 孝 仁
1204 ⽊⼾ ⾅ ⽊ 知 弘 ⾙ 沼 浩 晃 2204 ⽯⼭ ⼤ 川   進 眞 ⽥ 和 徳
1205 東⼭の下 ⽟ ⽊ 春 美 ⼩ 林 裕 之 2205 藤⾒ 鈴 ⽊   寛 品 ⽥ 卓 ⾒
1206 桃⼭ 井 上 秀 憲 栗 ⽥   貫 2206 ⽊⼾ 柾 ⽊   太 鈴 ⽊ 善 ⼠
1207 下⼭ 坂 井 ちひろ 坂 内   徹 2207 東⽯⼭ 岩 野   透 永 井 ⼀ 哉
1208 牡丹⼭ 渡 邉 美 幸 中 村 雅 芳 2208 下⼭ ⼭ ⽥   京 牧 野 淡紅恵
1209 東中野⼭ 新 ⽥ 紘 ⼦ ⽵ ⽯ ⼀ 博
1210 ⽵尾 ⽥ 中 裕 ⼀ ⽻ ⽥ 雄 偉
1211 南中野⼭ 鈴 ⽊ 茂 紀 堀 川 善 ⾏
1212 江南 細 野 弘 康 藤 ⽥   滋

28校（⼩19 中9）
学番 ⼩学校名 会 ⻑ 校 ⻑ 学番 中学校名 会 ⻑ 校 ⻑
1301 浜浦 村 上 清太朗 ⼩ 林 圭 ⼀ 2301 関屋 荒 井 重 信 ⼩ 林 英 男
1302 関屋 天 ⿓ 洋 平 川 ⼜ 健 司 2302 ⿃屋野 髙 ⽥ 寛 樹 皆 川 宏 志
1303 鏡淵 五⼗嵐 悠 介 後 藤 和 広 2303 ⽩新 嶋 津 裕 樹 ⾦ ⼭ 光 宏
1304 ⽩⼭ 神 ⽥ 勇 ⼈ ⾦ ⼦ 淳 嗣 2304 寄居 横 ⽥ ⾶ ⿃ ⼭ ⽥   聡

 ⼩中学校PTA会⻑・校⻑名簿 
北 区

東 区

中央区
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1305 新潟 迫   ⼀ 成 ⼭ ⽥ 浩 之 2305 新潟柳都 ⾼ 橋 淳 ⼆ 阿 部   修
1306 ⽇和⼭ ⻑ 嶋 ⼒ 也 諸 橋   智 2307 宮浦 滝 澤 清 ⾹ ⼩ 林 輝 幸
1310 万代⻑嶺 斎 藤 祐 樹 江 ⼝   滋 2308 上⼭ 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
1311 沼垂 ⼤ 島 洋 平 ⾨ 倉 純 ⼀ 2309 ⼭潟 河 内   仁 笹 川   元
1312 ⼭潟 近 藤 希以⼦ 鈴 ⽊   勉 附属新潟 渡 辺 英 雄 ⼭ 本 達 也
1313 上所 ⼤ 杉 ⼀ 宏 吉 ⽥   享
1314 ⿃屋野 宮 下   敏 本 間 浩 之
1315 笹⼝ ⽯ 井 吉 輝 伊 藤 秀 昭
1316 ⼥池 三 沢 ⼤ 介 ⼟ ⽥   亮
1317 有明台 藤 井 卓 郎 ⼤ ⽮   隆
1318 南万代 徳 井 洋 ⼦ 平 ⼭   誠
1319 上⼭ 桐 ⽣ 佳代⼦ 中 ⾕ 記 ⼦
1320 桜が丘 瀧 澤 賢 美 中 村 ⼀ 彦
1321 紫⽵⼭ ⼤ 堀 正 幸 ⾵ 間 弘 ⼦

附属新潟 若 槻 良 宏 中 原 広 司

16校（⼩10 中6）
学番 ⼩学校名 会 ⻑ 校 ⻑ 学番 中学校名 会 ⻑ 校 ⻑
1401 丸⼭ ⼤ 澤 征 貴 福 原 清 訓 2401 ⼤江⼭ ⼩ ⼭ ⼤ 輔 潤 間 る み
1402 ⼤淵 坂 上   葵 飯 原 清 仁 2402 曽野⽊ ⻄ 脇   護 橋 本 ⼀ 幸
1403 曽野⽊ 新⽥⾒ 優 ⼦ 保 坂 章 夫 2403 両川 村 ⼭ 英 幸 伊 藤 裕 之
1404 両川 ⼩ 栁 成 治 新⽥⾒   誠 2404 横越 今 井 ⿇奈美 中 川 秀 太
1406 東曽野⽊ 外 川 吉 史 川 ⼝ 由美⼦ 2405 ⻲⽥ 齋 藤 真 ⼈ ⼤ 橋 正 治
1407 横越 ⽥ 村 直 紀 ⾳ ⽥ 和 ⾏ 2406 ⻲⽥⻄ 丸 ⼭ 美 樹 東   淳 也
1408 ⻲⽥ 古野間   誠 渋 ⾕   徹
1409 早通 熊 倉 泰 介 岡 ⽥ 義 則
1410 ⻲⽥東 齋 藤 哲 也 ⽵ ⽥ 暢 美
1411 ⻲⽥⻄ 荻 荘 陽 ⼀ 佐 藤 晃 彦

18校（⼩12 中6）
学番 ⼩学校名 会 ⻑ 校 ⻑ 学番 中学校名 会 ⻑ 校 ⻑
1501 新津第⼀ 柳 ⽥ 慎 剛 間 嶋   哲 2501 新津第⼀ ⻑⾕川 雅 紀 佐 藤 孝 ⼀
1502 新津第⼆ 伊 藤 明 美 ⾵ 間 健 ⼆ 2502 新津第⼆ 磯 部 裕 美 ⾙ 塚   敦
1503 新津第三 ⼤ 盛 貴 史 ⼾ ⽥ 道 治 2503 新津第五 浅 間 旭 照 松 嶋   ⼀
1505 結 ⽯ 野 久美⼦ 北 村   宏 2504 ⼩合 ⼤ ⽥ 直 ⼈ 太 ⽥ 公 仁
1506 荻川 ⼩ 林 裕 史 平 ⽥ 伸 ⼀ 2505 ⾦津 ⼩ ⽟ 貴 通 武 樋 伸 明
1507 ⼩合東 ⼩ 林 裕 介 ⽮ 川 咲 ⼦ 2506 ⼩須⼾ 関   幸 ⼦ 南   昌 弘

秋葉区

江南区
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1508 ⼩合 五⼗嵐   護 松 島 慎⼀郎
1509 ⾦津 ⽐ ⾦ 克 久 渡 邉 敏 尚
1510 阿賀 三 星 裕 樹 上 村   修
1511 新関 繁 野 博 康 齋 藤 恵 美
1512 ⼩須⼾ ⼩ 林 淑 ⼦ 河 野 健 ⼀
1513 ⽮代⽥ ⽥ 邊 元 治 鷲 尾 健 仁

17校（⼩11 中6）
学番 ⼩学校名 会 ⻑ 校 ⻑ 学番 中学校名 会 ⻑ 校 ⻑
1601 新飯⽥ ⼤ 槻 達 弥 宮 﨑 隆 太 2601 ⽩南 髙 ⽊ 真 ⼸ 和 泉 哲 章
1602 茨曽根 ⽊ 下   充 引 場 裕 ⼦ 2602 ⽩根第⼀ 庭 ⼭ 秀 ⼀ 熊 ⾕ 勝 利
1603 庄瀬 ⼾ 嶋 ⽂ 明 平 出   靖 2603 ⾅井 奥 ⽥ 俊 介 今 井   岳
1604 ⼩林 ⼤ 旗 裕⼀郎 中 川 ⽇ ⾥ 2604 ⽩根北 星 野   誠 ⼩ ⼭ 利 幸
1605 ⽩根 ⼩ 林 る い 井 浦 順 ⼦ 2605 味⽅ 仲 ⼭ 建 志 ⽵ ⽥ 真実⼦
1606 ⾅井 ⼩ 林 元 気 本 間 和 寿 2606 ⽉潟 河 井 広 岳 ⽥ 中 良 成
1607 ⼤鷲 ⼩ 林   誠 柴 澤 明 ⼦
1608 根岸 諏 訪 克 利 ⼩ 川 和 宏
1609 ⼤通 ⽔ 野   駿 瀧 澤   訓
1610 味⽅ ⼭ 崎   武 佐々⽊ 啓 介
1611 ⽉潟 相 澤 真 梨 逢 坂 ⼀ 郎

27校（⼩19 中8）
学番 ⼩学校名 会 ⻑ 校 ⻑ 学番 中学校名 会 ⻑ 校 ⻑
1701 ⼩針 ⼩ 菅 愁 平 荻 野 真 美 2701 坂井輪 ⼟ ⽥ 貴 ⼦ 平 ⼭ 智 康
1702 新通 ⼩ ⼭ 克 史 浅 野 秀 之 2702 内野 ⻑⾕川 真 也 佐 藤 靖 ⼦
1703 内野 家 後 寛 之 ⼭ ⽥ ⾥恵⼦ 2703 ⾚塚 上 原 美喜夫 ⼩ 林 政 広
1704 ⽊⼭ 板 橋   京 寺 ⽥ 武 ⽂ 2704 中野⼩屋 ⼭ 岸 友 和 牧 野   剛
1705 ⾚塚 綿 貫 寛 之 清 ⽔ 良 紀 2705 ⼩針 芦 澤 美智⼦ 軽 部 直 幸
1706 ⼩瀬 椎 ⾕ 智 之 布 施 浩 春 2706 五⼗嵐 室 崎 泰 之 斎 藤   伸
1707 笠⽊ 阿 部 直 樹 浅 嶋   隆 2707 ⼩新 ⼯ 藤 明 ⼦ 保 科 賢⼀郎
1708 ⻘⼭ 遠 藤 卓 ⼈ 江 ⼝ 陽 ⼦ 2708 ⿊埼 ⼤ 島 将 則 稲 葉 康 宣
1709 真砂 漆 原   尚 ⽯ 塚 智 久
1710 五⼗嵐 ⼤ 野 正 也 ⽥ 辺 和 明
1711 坂井輪 東 間 悠 太 ⼤ 江   剛
1712 坂井東 頓 所 和 博 関   卓 ⼆
1713 ⻄内野 本 間 佐知恵 橋 本   忍
1714 東⻘⼭ 東 條 英 明 徳 重   信

南 区

⻄ 区
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1715 ⼤野 遠 藤 崇 史 ⽚ ⼭ 敏 郎
1716 ⿊埼南 江 端 雄 太 林   なおみ
1717 ⼭⽥ ⾼ 橋 将 也 佐久間 郁 ⼦
1718 ⽴仏 渡 辺 隆 哉 滝 澤   豊
1719 新通つばさ 五⼗嵐 直 樹 ⼩ 林 由希恵

19校（⼩13 中6）
学番 ⼩学校名 会 ⻑ 校 ⻑ 学番 中学校名 会 ⻑ 校 ⻑
1801 岩室 藤 ⽥ 和 久 ⼭ ⽥   淳 2801 岩室 ⼤ 平   潤 ⼩ 塚 忠 昭
1802 和納 ⼩ 林 弘 樹 坂 井 隆 ⼀ 2802 ⻄川 渡 辺 藍 紀 ⼤ 平 淳 ⼀
1803 曽根 佐 藤 伸 ⼀ 古井丸 裕 三 2803 潟東 渡 邉 由 幸 ⼩ ⽥ ⼀ 郎
1804 鎧郷 ⽔ 野 陽 太 坂 井   純 2804 中之⼝ ⼤ 橋 友紀⼦ 藤 井   章
1805 升潟 和 ⽥ 恵 ⼦ 藤 﨑 直 ⼦ 2805 巻東 ⼩ 林 良 信 髙 橋 敏 明
1806 潟東 星 野 千 恵 ⼋百板 恵理⼦ 2806 巻⻄ 有 ⽥ 正 浩 ⾙ 沼 昌 敏
1809 中之⼝東 ⼩ 林 秀 太 ⼤ 関 正 ⼈
1810 中之⼝⻄ 池 ⽥ 章 ⼈ ⽯ ⼭ 博 之
1811 越前 ⻑ 倉 史 明 野 ⼝   学
1812 松野尾 本 多   優 板 垣 英 樹
1813 巻南 岩 ⾒ ⼀ 史 ⼭ ⼝   潤
1814 漆⼭ ⼟ ⽥   瞳 塚 ⽥ 康 ⼀
1815 巻北 ⼩ ⼭ しおり ⽥ 中 正 栄

⻄蒲区
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ＰＴＡの歌 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は る か ぜ そ よそ  よ  ふ くま どに   こ と り も く る く る  と んで くる 

あ   か  る   い    ま  ー  ど  ー  よ      ほ   ほ   え    む   か   お   よ 

さ   く  ら   の ー  は   な   さ   く    は   る   の   う    た      ー 

み   ん  な   で    いっ  しょ  に     う   た   お   う    よ 

一
、 

春
風
そ
よ
そ
よ 

吹
く
窓
に 

 
 

 

小
鳥
も
く
る
く
る 

と
ん
で
く
る 

 
 

 

明
る
い
窓
よ 

ほ
ほ
え
む
顔
よ 

 
 

 

さ
く
ら
の
花
咲
く 

春
の
唄 

 
 

 

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に 

う
た
お
う
よ 

 

二
、 

み
ど
り
に
輝
く 

学
校
が 

 
 

 

明
る
い
家
庭
を 

よ
ん
で
い
る 

 
 

 

希
望
の
町
よ 

希
望
の
村
よ 

 
 

 

文
化
の
光
に 

手
を
の
べ
て 

 
 

 

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に 

進
も
う
よ 

 

三
、 

あ
ふ
れ
る
力
に 

健
康
に 

 
 

 

子
ど
も
が
呼
ん
で
る 

お
ど
っ
て
る 

 
 

 

み
の
り
の
秋
よ 

も
み
じ
の
丘
よ 

 
 

 

こ
こ
ろ
も
楽
し
い 

ハ
イ
キ
ン
グ 

 
 

 

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に 

お
ど
ろ
う
よ 

 

四
、 

世
界
を
結
ん
だ 

大
空
に 

 
 

 

ひ
び
い
て
子
ど
も
の 

胸
が
鳴
る 

 
 

 

あ
し
た
の
鐘
よ 

夕
べ
の
鐘
よ 

 
 

 

平
和
で
住
み
よ
い 

日
本
を 

 
 

 

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に 

つ
く
ろ
う
よ 

作 詞 ： 春 日 紅 路 
補 詩 ： 西 条 八 十 
作 曲 ： 古 関 裕 而 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 
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